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株主の皆さまには平素より格別のご高配を
賜り、厚く御礼申し上げます。

当社グループは、２０２０年４月に「ユアサビ
ジョン３６０」の２ndステージとして、２０２３年
３月期を最終年度とする中期経営計画「Ｇｒｏｗ
ｉｎｇ Ｔｏｇｅｔｈｅｒ ２０２３」を策定し、「『つなぐ』
複合専門商社グループ」のキャッチフレーズの
もと、成長事業戦略、コア事業戦略の実行と
経営基盤の強化を推進しております。

各事業の推進にあたっては、「つなぐ」価値
創造をコンセプトに、モノづくり、すまいづくり、
環境づくり、まちづくりの各分野における
ソリューション提案に注力しております。

モノづくり分野では、加工精度と洗浄性を

高めるマイクロファインバブル発生装置「バブ
パワー」による加工環境ソリューションを展開
しております。同製品は２０２２年２月に日刊工
業新聞社十大新製品賞「モノづくり賞」の受賞
をいただくことができました。 Ｐ5参照

まちづくりの分野では、近年深刻化するゲリ
ラ豪雨による内水氾濫に対し、ＩｏＴによる冠水
検知から発電機稼働、自動排水までをシステ
ム化した「つなぐＢＣＰパッケージ」を開発し、今
年度より販売を開始しています。 Ｐ6参照

この他にも、モノづくり、すまいづくり、環境
づくり、まちづくりの各分野で合計20以上の「つ
なぐソリューション」を展開しております。

これらの各分野の「つなぐ」価値創造を体感
いただく展示会として、２０２２年７月より全国

５会場でグランドフェアを開催いたします。
同展示会は当社グループの各事業をご理解い
ただく格好の場となりますので、是非ご来場く
ださい。 Ｐ9参照

サステナビリティ推進の取り組みとしては、
環境・エネルギーソリューションビジネスと当社
グループのカーボンニュートラルの両面を推進
しております。ビジネス面においては、当社オリ
ジナルのエネルギー統合管理システム「YES-net」
によるＣＯ２排出量の現状把握と削減に向けた
提案を推進しております。当社グループ内の
取り組みとしては、２０３０年度までに当社グ
ループ全体のカーボンニュートラルを目指すと
ともに、ＥＳＧや気候変動に関わる情報開示を
積極的に行ってまいります。 Ｐ3〜4参照

２０２２年３月期の期末配当におきましては、
当初の予定とおり７４円とし、年間配当金を１
株１２３円とさせていただきました。２０２３年３
月期におきましては、年間配当金１４０円を予
定しております。また、株主還元及び資本効率
の向上を目的に、２０２２年５月１６日より１７０万株、
４０億円を上限とした自己株式の取得を行って
まいります。

株主の皆さまにおかれましては、何卒相変わ
りませぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願い
申し上げます。

定量目標（連結）
2023年3月期

計画
2026年3月期

計画

売上高 5,100億円※ 6,000億円※

営業利益 135億円 —

経常利益 145億円 200億円

経常利益率 2.8% —

当期純利益 95億円 —

ROE 10.3%以上 11.7% 

株主還元率 32.3%以上 33.0%以上 

2022年3月期　経営成績

売上高 4,627億25百万円※

前期比 ー
経常利益 117億44百万円

前期比 17.3%増 

営業利益 118億80百万円 
前期比 32.3%増 

親会社株主に
帰属する当期純利益

80億58百万円 
前期比 16.3%増  

1株当たり配当金と株主還元率の推移
■■中間配当金   ■■期末配当金   ■記念配当   ━株主還元率

「つなぐ」価値創造で、
新たな社会課題に挑戦します。

社長メッセージ
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「ユアサビジョン360」2026年（創業360周年）のビジョン

Growing Together 2020 Growing Together 2023

ユアサビジョン360

1st  2018—2020年 2nd  2021—2023年 3rd  2024—2026年

業界トップレベルの収益構造を持つ『　　　     複合専門商社グループ』への成長を目指します。
中期経営計画「Ｇｒｏｗｉｎｇ Ｔｏｇｅｔｈｅｒ ２０２3」3つの戦略 経営基盤の強化 P10コア事業戦略 P9成長事業戦略 P7

■■■売上高　■■■経常利益　 ━ 経常利益率

※収益認識基準適用前

※「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当連結会計年度から適用しており、2022年３月期については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、売上高
の対前期増減率は記載しておりません。

長期ビジョンと中期経営計画

代表取締役社長

※収益認識基準適用前



Pick Up

ユアサ商事グループは、2030年までにユアサ商事グループ全体のカーボンニュートラルを目指す「サステナビリティ宣言」を2021年10月に発表いたしました。
各種ESG関連情報の開示を拡充するとともに、350年以上受け継がれてきた経営基盤をさらに進化させ、持続的な社会の構築に向け積極的に貢献してまいります。

サステナビリティ推進について

簡単入力

お手軽料金
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E 環 境

環境・エネルギーソリューションビジネスと
ユアサ商事グループのカーボンニュートラルの推進
2030年までにユアサ商事グループ全体のカーボンニュートラルを目指すとともに、気候変動への対応
とサプライチェーン全体での環境負荷の低減に努めます。※

※ カーボンニュートラルの対象事業範囲 ： ユアサ商事単体及びグループ会社の直接的CO2排出量と各社の使用するエネルギーの生成に伴う間接的CO2排出量

当社は2009年より業界に先駆けエネルギー統合管理システム「YES-net」を展開し、お取引先様の工場や事業所のCO2排出量の見える化と削減の支援を行ってお
ります。世界的なカーボンニュートラルへの潮流を当社グループの事業機会と捉え、本事業をさらに推進してまいります。

カーボンニュートラルはCO2排出量
の「見える化」から。

「YES-net」は、企業全体のエネルギー
使用量データを効率よく収集・集計・
管理して「CO2排出量を見える化」
できるシステムです。

当社グループは「YES-net」を活用し、
当社グループの全拠点

（国内・海外合計：192拠点）
のエネルギー使用量を計測
しております。

G 企業統治

TCFD提言への賛同と気候変動に
関する情報開示の推進
2022年3月に気候関連財務情報開示タスクフォース

（TCFD）提 言 に
賛同し、気候変動
に関する情報開
示に向けた取り
組みをスタートし
ています。

1. 法令遵守と公正公平な取引
2. 人権の尊重と労働環境の整備
3. 環境保全
4. 商品やサービスの品質・安全性の確保
5. 機密漏洩防止・情報管理・

知的財産権の保護
6. 地域社会・国際社会との関係
7. 内部通報制度
8. 事業継続対策
9. 定期的な確認と情報の管理

取引方針 ダイバーシティ方針人権方針

・ 基本的な考え方
・人権に対する責任と法令遵守
・人権の尊重への具体的な取り組み
1. 人権デュー・デリジェンスの実施
2. 救済措置
3. 教育
4. 情報開示
5. ステークホルダーとの対話
6. 推進体制

・ダイバーシティ方針
・具体的な取り組み
1. 基盤環境の整備
2. 多様な人材の採用と登用
3. 女性管理職の拡充とキャリアの多様化
4. 障がいをもつ社員の働きやすさ
5. 中高年社員の活躍 柔軟な働き方
6. 育児と仕事の両立支援
7. 介護と仕事の両立支援

S 社 会

サステナビリティ推進に向けた方針の策定と公開
2022年3月に「取引方針」「人権方針」「ダイバーシティ方針」を策定し公開するとともに、方針に基づい
た企業活動を推進しています。

サステナビリティ

YES-net とは？

ユアサ商事
グループ内での活用

紙帳票・電子データなど

●データ管理機能
●データ出力機能
●データ分析機能

●エネルギー使用量の
  『見える化』
●報告書・各種届出の提出

●省エネ活動への展開
●高効率設備への更新

電気事業者のCO₂排出係数、
各種換算係数など共通の
データは「YES-net」側で
メンテナンスします。

インターネット

データ
手入力

各拠点5分/月で
入力完了

ユアサ商事グループ拠点（国内＆海外） ユアサ商事サステナビリティ推進室

各拠点 ポータルサービス

エネルギー統合管理システム「Y
イエス

ES-n
ネット

et」

月々の請求書に記載の使用量
を入力するだけ（1回約5分）

各拠点から
データ入力

月額使用料：一拠点1,000円
（初期設定費用：20万円）

全社のCO2排出量を
表・グラフで一覧表示

YES-net

2021 2030

CO2

排出量
(2,688トン)

CO2

排出量
実質ゼロ 原材料の

調達
生産

仕入先様

製品の
使用

製品の
廃棄

販売先様

燃料の
燃焼

電気の
使用

当社グループ

サプライチェーン

便利なシステム

環 境
Environment

社 会
Social

企業統治
Governance

「YES-net」により
CO2排出量の把握を
サポートいたします

統合報告書（オンライン版）
を公開しています

カーボンニュートラル支援
動画を公開しています

各種方針をホームページで
公開しています
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ユアサ商事グループは、モノづくり、すまいづくり、環境づくり、まちづくりの分野で
社会課題解決に向けたつなぐ価値創造に挑んでいます。

特 集

加工環境ソリューション

ゲリラ豪雨対策を想定した
「つなぐBCPパッケージ」

ユアサ商事グループの未来へ 価値創造の取り組み

▲NewバブパワーUFB

モノづくりの加工工程において、機械や工具は日々進化していますが、加工環境は個々の技術では
改善は難しく、生産性向上の障壁となっていました。
さまざまな技術を ことができる当社は、当社オリジナル商品のマイクロファインバブル「バブパ
ワー」を始め、高性能ろ過、センシング技術による効果の見える化、AIによる解析・分析までをトー
タルでコーディネートし、加工液・洗浄液の長寿命化、加工条件や効率の向上、設備や工具の最適化
を実現するシステムを開発しました。

「バブパワー」は日刊工業新聞社の第64回十大新製品賞でモノづくり賞を受賞しました。
引き続き、日本のモノづくりの生産性、競争力向上に取り組んでまいります。

近年急増するゲリラ豪雨対策として、新排水システム「つなぐBCPパッケージ」の開発を
推進しております。水位検知から発電機起動、自動排水をパッケージとしてご提供する
ことで、多発する台風、ゲリラ豪雨による浸水被害から大切な命・施設・設備を守ります。

▲日刊工業新聞社 十大新製品賞 モノづくり賞を受賞

つなぐソリューション事例
左記でご紹介したソリューションのほか、 

以下を含め合計20以上の 
「つなぐソリューション」を推進しております。

製品・
プロジェクト 概要 解決できる

課題

リライタブル
レーザー
システム

レーザー印字装置 +SIer 
にて、通函用オリジナル印
字装置を開発

省力化、
ラベルゴミ

削減

惣菜
ピッキング
ロボット

六軸ロボット+AIで、バラ
積みの不定形な惣菜をピッ
キング

省人化

飲料異物
検査装置

AI搭載したロボットで飲料
の異物混入を防止 省人化

Robo
Combo

お手頃な価格で自動化を
実現するロボットシステム

製造現場の
省力化

八千塀®

販売先様、仕入先様、当
社3社で開発。危険なコン
クリート塀を安全・安心な
アルミフェンスへ改修

防災・減災

ITENE
マンション管理会社とシス
テムベンダー様をつなぎ
開発

工事点検
業務の
効率化

遠隔ICU
プレハブ病棟

設置事業

当社グループにて、病棟
設計とプレハブハウスを
製作し、空調などの機器
類を組付け、トータル提案

開発途上国
への医療支援

Yuasa LDX
team

プロジェクト
６社と共同し、プロジェクト
チーム立ち上げ

物流現場の
効率化

他多数



2020年
3月期

364

2021年
3月期

220

2022年
3月期

294

2023年
3月期

740
■計画  ■実績 ■計画  ■実績

65
74

116

170

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

127
138

161

190

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

208

283
308

330

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

● 国内で調達可能な原料で飼料の配合
　ができるオリジナルあっぺん機の提案
● 世界初の独立水耕システム
　「Own Greens」の販売開始

219 213
250

280

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期
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海外事業

国内で培った商品力やソリューション
を海外に展開し、新たな価値を
提供します。
Growing Together2023 進捗

740億円

294億円
（2022年3月期実績）

（2023年3月期計画）

● タイ・ASEAN地域最大級 工作機械と金属加工技術
   関連展示会“METALEX”に出展。
● タイプロジェクトを推進中（タイにミニユアサ設立、

2025年グランドフェア開催予定）

● Growing Navi発注金額の拡大
（2022年実績54億円→2023年
計画100億円）

● 販売先様とユーザー様を結ぶ
B to B to Uプラットフォームの
展開（2021年4月～）

● コンクリート組立塀改修アルミ目隠しフェンス「八千塀®」の
　販売（ジャパン・レジリエンス・アワード2022優秀賞受賞）
● 北関東・信越レジリエンス＆セキュリティ・ESGフェアを開催
　（ジャパン・レジリエンス・アワード2022優良賞受賞）

今期の取り組み
● 環境、省エネ商品を拡販し、カーボンニュートラルを推進
● 海外現地法人のサービス機能強化

今期の取り組み
● Growing Naviサイト機能の充実
（検索機能の充実、B to B to U新機能、他）

今期の取り組み
● 複数の商品や機能を組み合わせた
　新しい水害対策パッケージの展開を推進

今期の取り組み
● CO2排出量の現状把握をご支援（YES-net）
● 蓄電池やEV用急速充電器の提案に注力

今期の取り組み
●  グランドフェア、FOOMA JAPAN、ロボットテクノロジー

ジャパン、AI EXPOなどで幅広くAIをご提案
● 当社オリジナルRoboComboの販売推進

500社775人にご来場をいただきました。（2022年3月9日～12日） 集合住宅向け急速充電器 Growing Naviを販売先様のECサイトとして展開いただいております。 危険なコンクリート組立塀を、安全なアルミフェンスへ改修します。

Growing Together2023 進捗

「防災・減災・BCP」をキーワードに、
安心・安全なモノづくり、すまいづくり、
まちづくりを支援します。

レジリエンス&
 セキュリティ事業

330億円

308億円
（2022年3月期実績）

（2023年3月期計画）

アルミ目隠しフェンス【八千塀®】

■計画  ■実績 ■計画  ■実績

取扱高 （単位：億円）

ワンストップソリューションで、
お取引先様のカーボンニュートラル
支援を行います。

環境・エネルギー
 ソリューション事業

Growing Together2023 進捗

280億円

250億円
（2022年3月期実績）

（2023年3月期計画）

売上高 （単位：億円）

Growing Navi B to B to U 展開イメージ
仕入先様（B）

約550社
250万

アイテム

当社 販売先様（B）

約2,000社
（ID保有販売先）

ユーザー様（U）
A社様
B社様
C社様

…

お取引先様との電子商取引
（Growing Navi）事業を拡大します。

新流通事業

Growing Together2023 進捗

190億円

161億円
（2022年3月期実績）

（2023年3月期計画）

売上高 （単位：億円）

Growing Together2023 進捗

「お手頃な価格で簡単に」を
キーワードに、ロボ（AI)＆IoTを
ご提案します。

ロボ（AI）&
 IoT事業

170億円

116億円
（2022年3月期実績）

（2023年3月期計画）

■計画  ■実績

売上高 （単位：億円） 売上高 （単位：億円）

遠隔ICUプレハブ病棟
設置事業を推進中

● 医療現場・集団接種会場向け
　感染低減ハウスの提案

Growing Together2023 進捗

68億円 80億円
（2022年3月期実績） （2023年3月期計画）

介護・医療事業

19億円 50億円
（2022年3月期実績） （2023年3月期計画） 独立水耕システム Own Greens

Growing Together2023 進捗

農業事業

チャレンジ分野

中期経営計画 Growing Together 2023

成長事業戦略

Before After

● 当社オリジナル リライタブルレーザーシステムの開発
● 惣菜ピッキングロボットの提案
● 異物混入を防止する検査装置の提案

レーザーにより非接触で
ラベルの印字・消去が可能

Growing Together2023 進捗

35億円 80億円
（2022年3月期実績） （2023年3月期計画）

食品事業

● AI導入全てのステップをワンストップでご支援します。
● 手頃な価格で簡単に自動化を実現するロボットシステム
『RoboCombo』の拡販

● 太陽光発電・蓄電池・
V2Hを組み合わせた
ソリューション展開

● 100%再生可能
   エネルギー利用
   工場化支援

● プロゴルフトーナメント会場への
  ハウスレンタルで多数実績

Growing Together2023 進捗

17億円 50億円
（2022年3月期実績） （2023年3月期計画）

シェアリング事業

日本オープンゴルフ選手権
32棟納入

投資枠 億円40 投資枠 億円40

「リライタブルレーザーシステム」
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中期経営計画 Growing Together 2023

コア事業戦略 経営基盤の強化
グランドフェア2022開催 デジタルトランスフォーメーション（DX）推進

●データを起点にしたビジネスを推進
社会課題を解決する商品・ソリューションのご提案 デジタル化の「はじめの一歩」をともに

●DX推進体制の強化

データ活用に向けたデータ整理と収集の開始 DX推進部を創設

さまざまな社会課題の解決に向けた「最先端の商品やソリューション」と、
「AI（デジタル化）」を活用した未来ビジネスのご提案で、サステナブルな社会の実現を目指します。

DX推進により「コト売り」のデジタル商社を目指します。

DX推進体制

代表取締役社長

DX推進部

ＤＸ推進担当役員

全グループ会社社員

DX推進メンバー
（全国より選出）

経営管理部門

推進サポート

今年のテーマゾーンは「モノづくり」「すまいづくり」「環境づくり」「まちづくり」の各ゾーンにおいて、社会課題を解決する商品やAI・デジタルを活用したソリューションを幅広く
ご提案します。さらに会場全体の出品メーカーさまのブースにおきましても、今年から始める新しい展示方法や情報収集の仕組みをご用意させていただく予定です。

この度、DX推進部を新設しました。DX推進担当役員とDX推進部が中心となり、当社が持つ歴史や経験を可能な限りデータ化し、現在の仕入れ先様や販売先様のネット
ワークからの情報と、一般市場のデータを集約し、AIにより分析することで、新たなサービスや当社独自の商品開発に結びつけ、「モノ売り」から「コト売り」への変革を実現して
まいります。

「モノ売り」から「コト売り」への変革に向け、あらゆる顧客接点でデータを収集し、蓄積されたデー
タから顧客の感情や行動を分析し顧客視点の新しいビジネスモデルを構築するためのデータ整理・
収集を開始しました。

DX戦略立案と、データを蓄積活用できるシステム構築の
ため、IT知識をもつ営業経験者とシステム構築経験者で構
成されるDX推進部を2022年4月より新設しました。

▶︎マスタデータ整理に向けてECサイト運営部門をシステム部門へ一括集約
▶︎SFA（営業支援システム）を活用した営業ノウハウ、ご提案内容を蓄積
▶︎展示会ご来場者様の情報収集

AI相談窓口やAI活用ミニプレゼン
エリアなど、AIの活用による最適化
した課題解決方法をご提案します。

●「デジタル化で描ける数年後のミライ」を漫画による
    ストーリーで訴求

デジタル化することで実現できる数年後のミライを
大画面のデジタル漫画でわかりやすく描きます！

●課題を抱える架空の企業をモデルにＡＩや
   デジタル化でどのように課題を解決できるかを描く

「つなぐプロジェクト加工環境ソリューション」
「リライタブルレーザーシステム」
「飲料異物検査装置」
「食品ピッキング装置」
「協働ロボット搭載型無人搬送車」

「カーボンニュートラルに向けた
 ワンストップソリューション提案」

「集合住宅向け
 WEB予約システム ITENE」

P5-6 ユアサ商事グループの未来へ つなぐ価値創造の取り組み

「八千塀®」
「キヅキミライボラード」
「キヅキミライ新型冠水検知システム」
「つなぐBCPパッケージ
遠隔起動排水システム」

グランドフェア2022の詳細はこちらから   https://grandfair.jp/gf2022/ 

デジタル化で描けるミライ

中部グランドフェア 開催場所開催日 第3展示館
ポートメッセなごや土9/ 2 3金2022

東北グランドフェア 開催日 開催場所 夢メッセみやぎ土7/ 22 23金2022

関東グランドフェア 開催日 金 土7/ 98 幕張メッセ
9〜11ホール

開催場所2022 九州グランドフェア 開催日 金 土9/ 109 マリンメッセ福岡
A館・B館

関西グランドフェア 開催日 開催場所土9/ 16 17金2022 インテックス大阪
6号館  A・B

開催場所2022

ITデジタル投資枠
2ndステージ 3rdステージ ユアサビジョン360
40億円 80億円 120億円

競争力
強化

レジリエンス
強化

セキュリティ
強化

ビジネスをより成長へと導く

コア
ビジネス

ＡＩ
（デジタル化)

市場

取引先
情報

引合い・
商談・失注

展示会
来場者

稟議
ワークフロー

コンプラ
チェック

営業ノウハウ
提案・価格

見積り

受注・売上
発注・仕入

収
集

収
集

連
携

連
携

電子商取引・EC

デ
ー
タ
化

債権・債務 人事情報

受注
履歴

在庫

ユーザー
マップ

ユーザー やまずみ会 ユアサグループ
基幹系システム

マスタデータ
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
（
紙
媒
体
・
音
声
な
ど)

DataLake

周辺系システム
炭協会

メーカー

連
携

新
商
品
情
報

商
品
情
報

（
環
境
性
能
）

市
況
・

海
外
動
向

GrowingNavi
EC(アクセスログ)

競
合
動
向

顧
客

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

在
庫
情
報

嗜
好
・

人
口
動
態

専
門
業
種

技
術
者
情
報

発
注
情
報

為
替
変
動

稼
働
デ
ー
タ
・
メ
ン
テ

予
定
電
力
消
費
量(IoT)

配送データ
（配送時収集情報）

配送データ
（配送時収集情報）

現
場
進
捗
（
画
像
）

改
修
・
リ
フ
ォ
ー
ム
予
定

モノづくり
MANUFACTURING

工場や倉庫の
自動化、最適化

環境づくり
ENVIRONMENT CREATION

カーボンニュートラル
への取り組み

まちづくり
TOWN PLANNING

災害対策、作業
現場の安全対策

すまいづくり
HOUSE MAKING

施設管理の
スマート化

2022年度 「グランドフェア」開催スケジュール
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エネルギー部門

4.1%
その他部門

5.1%

工業機械部門

22.1%

産業機器部門

16.0%

建設機械部門

7.2%

建築・エクステリア部門

10.5% 住設･管材･空調部門

35.0%

4,627億 25百万円売上高

売上高 231億 61百万円

セグメント別売上高構成比
2022年3月期

前年同期 615億20百万円
売上高 741億 15百万円

工業機械部門

世界的な半導体不足による生産活動への影
響や原材料費の上昇が見られたものの、半導
体関連産業やバッテリー、モーターなどのEＶ
を中心とした自動車関連産業が好調を維持
し、工作機械受注は引き続き伸長。海外では、
米国や東南アジアを中心に景気の回復傾向
が継続。

（億円）

前年同期 827億23百万円
売上高 1,022億 58百万円

住設･管材･空調部門

空調機器などの販売や住宅設備機器の需要
は堅調に推移し、再生可能エネルギー分野で
は、蓄電池などの周辺機器の需要が増加。
一方、関連部品の供給不足や生産国における
新型コロナウイルス感染症拡大による活動
制限により、給湯器、住設機器、ポンプなどの
納期が遅延。

（億円）売上高 1,620億 38百万円

産業機器部門

半導体関連部品の不足などによる納期遅延
などの影響があったものの、自動車関連産業
や半導体関連産業を中心に工場稼働率が堅
調に推移し、切削工具・測定機器の需要が伸
長。また、食品関連産業向けの物流機器など
の需要も拡大。

（億円）

建築･エクステリア部門

新型コロナウイルス感染症の影響により、
再開発事業の見直しや工事の遅延があった
ものの、景観エクステリア商材及び建築金物
商材は緩やかに回復。自然災害対策や交通
事故防止対策などの公共設備投資は首都圏
を中心に底堅く推移。ライフスタイルの変化
により物置や宅配ボックスの販売が増加。

（億円）売上高 487億 34百万円

エネルギー部門

緊急事態宣言発令などの影響があったものの
経済活動は緩やかに回復したものの、低燃費
車の普及などにより石油製品出荷数量はわず
かながら減少傾向が継続。一方、ガソリン・
軽油などの石油製品価格は高騰。

（億円）売上高 188億 88百万円

建設機械部門

建設技能者不足などにより工事の遅延や民
間設備投資の見直しが見られ、一部で需要が
低迷した一方、インフラ整備、災害復旧、防
災・減災工事など公共工事は堅調に推移し、
レンタル会社の建設機械需要や土木系商材
の需要も底堅く推移。しかし、半導体不足の
影響により一部の建設機械では納期が遅延。

（億円）売上高 335億 28百万円

その他部門

消費財事業では、巣ごもり需要の反動と、生産
国の都市封鎖による輸入遅延で季節家電の
販売は低調に推移。ネット販売事業は、多様化
する消費者ニーズに対応し堅調に推移。木材
事業では、ウッドショックによる影響の長期化
などで厳しい販売状況が続く中、新たな仕入
先の開拓にも取り組み、国産材の販売に注力。

（億円）

2020年
3月期

1,224.26

2021年
3月期

827.23

2022年
3月期

1,022.58

2020年
3月期

205.84

2021年
3月期

155.55

2022年
3月期

188.88

セグメント別の概況

前年同期 1,589億70百万円

前年同期 566億24百万円

前年同期 155億55百万円

前年同期 361億2百万円

前年同期 206億87百万円

2020年
3月期

700.56

2021年
3月期

615.20

2022年
3月期

741.15

2020年
3月期

1,624.19

2021年
3月期

1,589.70

2022年
3月期

1,620.38

2020年
3月期

582.59

2021年
3月期

566.24

2022年
3月期

487.34

2020年
3月期

372.75

2021年
3月期

361.02

2022年
3月期

335.28

2020年
3月期

203.28

2021年
3月期

206.87

2022年
3月期

231.61

※2022年3月期の売上高は収益認識基準適用後の数値を記載しております。



会社概要
商 号 ユアサ商事株式会社

YUASA TRADING CO., LTD. 
本 社 東京都千代田区神田美土代町7番地 
創 業 1666年（寛文6年）3月 
設 立 1919年（大正8年）6月25日 
資 本 金 20,644百万円 
従業員数 2,489名（連結） 1,074名（単体） 

海外ネットワーク
主な海外グループ会社

湯浅商事（上海）有限公司 中国
YUASA TRADING（TAIWAN）CO.,LTD. 台湾
YUASA TRADING（THAILAND）CO.,LTD. タイ
YUASA ENGINEERING SOLUTION（THAILAND）CO.,LTD. タイ
PT. YUASA SHOJI INDONESIA インドネシア
YUASA MECHATRONICS（M）SDN. BHD. マレーシア
YUASA TRADING（PHILIPPINES）INC. フィリピン
YUASA TRADING VIETNAM CO.,LTD. ベトナム
YUASA TRADING INDIA PRIVATE LIMITED インド
YUASA-YI, INC. 米国
YUASA SHOJI MEXICO, S.A. DE C.V. メキシコ

主な国内グループ会社

国内ネットワーク （2022年4月1日現在）

産業機器
株式会社国興
中川金属株式会社
永井産業株式会社

工業機械 ユアサネオテック株式会社

住設・管材・空調

ユアサクオビス株式会社
友工商事株式会社
浦安工業株式会社
株式会社マルボシ
株式会社サンエイ
株式会社高千穂
フシマン商事株式会社

建築・エクステリア 東洋産業株式会社

建設機械
ユアサマクロス株式会社
富士クオリティハウス株式会社
株式会社丸建サービス

エネルギー ユアサ燃料株式会社

その他
ユアサプライムス株式会社
ユアサ木材株式会社
ユアサシステムソリューションズ株式会社

国内拠点

31拠点（8支社、13支店、10営業所）

株式の状況
発行可能株式総数………………………………40,000,000株
発行済株式総数…………………………………23,155,882株

（自己株式860,065株を含む）
株主数………………………………………………… 7,960名
※単元株式数は100株であります。

大株主 （上位10名）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社 2,878 12.91

株式会社日本カストディ銀行 994 4.46

STATE STREET BANK AND 
TRUST CLIENT OMNIBUS 
ACCOUNT OM02 505002

900 4.03

BNYM AS AGT/CLTS 
10PERCENT 894 4.01

ユアサ炭協持株会 858 3.85

BBH FOR FIDELITY PURITAN 
TR: FIDELITY SR INTRINSIC 
OPPORTUNITIES FUND

675 3.02

西部ユアサやまずみ持株会 663 2.97

東部ユアサやまずみ持株会 601 2.69

株式会社三井住友銀行 594 2.66

光通信株式会社 529 2.37

1. 
2.  

3. 

 
４. 

千株未満は切り捨てて表示しております。
持株比率については、自己株式を控除して算出し小数点第3位以下は切り
捨てて表示しております。
当社は自己株式860千株を保有しておりますが、上記の大株主から除いて
おります。なお、自己株式には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式

（188千株）は含まれておりません。
上記信託銀行持株数のうち、当該信託銀行の信託業務に係る株式数は、
次のとおりであります。
株式会社日本カストディ銀行　　　          　994千株
日本マスタートラスト信託銀行株式会社　   2,878千株

財務ハイライト
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親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円） ROE（自己資本当期純利益率） （%）自己資本比率 （%）

売上高 （百万円） 営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円）

連結業績 工業分野では、工作機械などの受注環境は回復したものの、半導体関連部品の供給不足が続いたことにより、自動車関連産業を中心に減産
の影響が見られました。建設・住宅分野では、堅調な公共設備投資に加えマンションを中心に新設着工戸数が増加いたしました。
海外では、ロックダウン（都市封鎖）やサプライチェーンの混乱はございましたが、米国や東南アジアを中心に景気に持ち直しの動きがござい
ました。この結果、売上高は4,627億円、営業利益は32.3％の増益、経常利益は１7.3％の増益、親会社株主に帰属する当期純利益は16.3％
の増益となり、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は計画達成となりました。

配当金 期末配当金につきましては１株当たり74円とし、中間配当金と合わせて年間123円（株主還元率33.7％）とさせていただきました。

2022年3月期の
ポイント

2019年
3月期

13,437

2020年
3月期

12,804

2021年
3月期

10,011

2022年
3月期

11,744

2019年
3月期

9,038

2020年
3月期

8,950

2021年
3月期

6,930

2022年
3月期

8,058

2019年
3月期

30.9

2020年
3月期

34.0

2021年
3月期

37.7

2022年
3月期

35.5

2019年
3月期

12.2

2020年
3月期

11.4

2021年
3月期

8.1

2022年
3月期

8.9

会社概要／株式情報

名 前 役 職 管 掌

田村　博之 代表取締役社長 兼 海外事業推進担当

佐野木晴生 代表取締役専務
経営管理部門統括

兼 地域・グループ担当
兼 輸出管理委員会委員長
兼 倫理・コンプライアンス委員会委員長
兼 内部統制委員会委員長

田中　謙一
専務取締役 営業部門
統括 住環境マーケット
事業本部長

兼 ユアサプライムス㈱代表取締役会長

中山　直美 取締役 建設マーケット
事業本部長

濱安　　守 取締役 工業マーケット
事業本部長

兼 ㈱国興取締役会長
兼 ユアサネオテック㈱代表取締役会長

前田　新造 取締役（社外）

戸谷　圭子 取締役（社外）

木村　恭介 取締役（社外）

古本　好之 監査役（常勤）

前夛　　威 監査役（常勤）

鶴田　　進 監査役（社外）

本田　光宏 監査役（社外）

（注）社外取締役を除く取締役は執行役員を兼務しております。

取締役及び監査役 （2022年6月24日現在）

2019年
3月期

12,517

2020年
3月期

11,871

2021年
3月期

8,983

2022年
3月期

11,880

※収益認識基準適用後

2019年
3月期

493,627

2020年
3月期

491,348

2021年
3月期

432,185

2022年
3月期

※462,725



この報告書は植物油インキを
使用して印刷しています。

事 　 業 　 年 　 度 4月1日から翌年3月31日まで

期 末 配 当 金
受 領 株 主 確 定 日 3月31日

中 間 配 当 金
受 領 株 主 確 定 日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社特 別 口 座 の

口 座 管 理 機 関
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1－1　
電話　0120－232－711（通話料無料）

郵 送 先 〒137－8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　プライム市場

公 告 の 方 法  電子公告により行う
公告掲載URL
https://www.yuasa.co.jp/ir/index.html

（ただし、電子公告によることができない事故、その
他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞
に公告いたします。）

（1）株主さまの住所変更、単元未満株式の買取請求・買増請求その他各種お手続きにつきま
しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなってお
ります。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三
菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

（2）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が
口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）
にお問い合わせください。

ご注意

株 主メモ

動画配信のご案内
当社ホームページにて、2022年3月期決算説明会の動画を公開しておりますので、
是非ご覧ください。

https://www.yuasa.co.jp/
ir/index.html

株主様インフォメーション

　ユアサAIソリューションホームページ
では、当社グループのトータルソリューショ
ン力と最新のAIテクノロジーをつなぐ
新しい価値創造事例をご紹介しており
ます。下記より是非ご覧ください。

　当社グループがお取引先さまと取り
組むカーボンニュートラルについて、具
体的な手順や方法をまとめた動画を公
開しております。下記より是非ご覧く
ださい。

ユアサAIソリューションのご紹介

カーボンニュートラル支援のご紹介

https://ai-yuasa.com/AIソリューションホームページはこちらから

カーボンニュートラル支援紹介動画はこちらから


